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医
学
の
発
生 

真
柳 

誠 

  

医
療
と
中
国
医
学 

 

医
学
は
医
療
の
た
め
の
学
問
で
あ
り
、
実
験
科
学
に
も
と
づ
く
近
現
代
医
学
が
普
及
す
る
以
前
、
経
験
と
推
論
に
も
と
づ
く
伝

統
医
学
が
古
代
文
明
の
時
代
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
医
療
は
動
物
が
本
能
的
に
お
こ
な
う
行
為
に
根
ざ
し
て
い
る
。
イ

ヌ
や
ネ
コ
が
尖
っ
た
葉
を
た
べ
て
毛
玉
を
嘔
吐
す
る
行
為
、
京
大
霊
長
類
研
究
所
の
観
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
野
生
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
が
病
状
ご
と
に
薬
草
を
摂
取
し
わ
け
る
行
為
な
ど
か
ら
、
ヒ
ト
の
有
史
以
前
ど
こ
ろ
か
、
ヒ
ト
以
前
か
ら
医
療
を
実
践
し
て
い

た
の
は
う
た
が
い
な
い
。 

 

ヒ
ト
は
治
療
の
み
な
ら
ず
、
疾
病
予
防
や
健
康
の
維
持
、
あ
げ
く
は
不
老
長
生
ま
で
追
求
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
薬
物
を
内
服

や
外
用
す
る
以
外
、
按
摩
・
洗
浄
・
薫
煙
な
ど
の
物
理
化
学
的
刺
激
、
さ
ら
に
呪
術
や
房
中
術
ま
で
応
用
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
経

験
知
が
論
理
化
さ
れ
つ
つ
現
代
に
伝
承
さ
れ
た
伝
統
医
学
に
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
ラ
ブ
系
（
ユ
ナ
ー
ニ
）
、
イ
ン
ド
系
（
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
）
、
中
国
系
（
中
医
学
・
韓
医
学
・
漢
方
医
学
・
越
南
医
学
）
の
三
体
系
が
あ
る
。 

 

中
国
の
医
療
記
録
は
甲
骨
文
字
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
が
、
お
も
に
占
術
と
呪
術
だ
っ
た
ら
し
い
。
他
方
で
医
学
古
典
と
し
て
、
原

本
の
成
書
が
一
世
紀
初
期
の
『
神
農
本
草
経
（
佚
文
）
』、
一
世
紀
前
期
の
『
素
問
』、
二
世
紀
前
後
の
『
霊
枢
』、
三
世
紀
前
期
の
『
傷

寒
論
』『
金
匱
要
略
』、
三
世
紀
中
期
の
『
明
堂
（
佚
文
）
』
が
現
存
す
る
。『
神
農
本
草
経
』
は
基
礎
薬
学
書
で
、『
素
問
』『
霊
枢
』

は
生
理
・
病
理
・
診
断
の
基
礎
医
学
に
針
灸
治
療
も
論
述
す
る
。『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』
は
薬
物
治
療
書
で
、
前
者
は
傷
寒
と

い
う
致
死
的
感
染
症
、
後
者
は
傷
寒
と
関
連
す
る
諸
病
の
診
断
と
医
方
を
の
べ
る
。『
明
堂
』
は
孔
穴
（
ツ
ボ
）
の
専
書
で
あ
る
。

各
書
に
は
紀
元
前
と
推
定
さ
れ
る
内
容
が
混
在
す
る
も
の
の
、
後
漢
～
三
国
の
成
書
段
階
で
す
で
に
医
学
諸
分
野
の
専
書
と
し
て

体
系
化
さ
れ
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
紀
元
前
の
医
学
が
い
か
な
る
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
各
古
典
に
継
承
さ
れ
た
の
か
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
。『
漢
書
』
芸
文

志
の
方
技
に
著
録
さ
れ
た
前
漢
の
医
書
目
録
に
も
、
各
古
典
と
の
関
連
性
を
確
証
で
き
る
書
名
が
ひ
と
つ
と
し
て
み
え
な
い
。
唯

一
の
手
が
か
り
は
『
史
記
』
で
、
そ
の
扁
鵲
伝
と
倉
公
伝
（
と
も
に
医
家
）
か
ら
紀
元
前
二
～
一
世
紀
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
医
療

な
い
し
医
学
の
様
子
を
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
伝
記
ゆ
え
記
述
は
断
片
的
で
、
隔
靴
掻
痒
の
感
を
い
な
め
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た

紀
元
前
に
お
け
る
情
況
に
つ
い
て
、
多
数
の
手
が
か
り
を
提
供
し
た
の
が
出
土
資
料
で
あ
る
。 

  

出
土
の
医
資
料 

馬
王
堆
文
献
…
…
前
一
六
八
年
か
ら
数
年
内
に
埋
葬
さ
れ
た
湖
南
省
長
沙
の
馬
王
堆
三
号
漢
墓
か
ら
、
以
下
の
医
資
料
一
五
種
が

出
土
し
て
い
る
（
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
編
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
〔
肆
〕』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
。
第
一
帛
書
は
秦
漢
間
の
抄
写

と
さ
れ
、
①
『
足
臂
十
一
脈
灸
経
』、
②
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
甲
本
、
③
『
脈
法
』
甲
本
、
④
『
陰
陽
脈
死
候
』
甲
本
、
⑤
『
五

十
二
病
方
』
か
ら
な
る
。
第
二
帛
書
は
皇
帝
の
諱
（
名
）
を
避
け
る
避
諱
か
ら
秦
代
の
抄
写
と
さ
れ
（
白
杉
悦
雄
・
坂
内
栄
夫
『
馬
王
堆

文
献
訳
注
叢
書 

却
穀
食
気
・
導
引
図
・
養
生
方
・
雑
療
方
』、
東
方
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
、
⑥
『
却
穀
食
気
』、
⑦
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
乙

本
、
⑧
『
導
引
図
』（
⑥
⑦
の
裏
面
）
か
ら
な
る
。
第
三
帛
書
は
避
諱
と
書
体
か
ら
前
一
八
〇
年
以
前
の
秦
漢
間
の
抄
写
と
さ
れ
（
白

杉
悦
雄
・
坂
内
栄
夫
『
馬
王
堆
文
献
訳
注
叢
書 

却
穀
食
気
・
導
引
図
・
養
生
方
・
雑
療
方
』）
、
⑨
『
養
生
方
』、
⑩
『
雑
療
方
』、
⑪
『
胎
産
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図１ 綿陽人形の背部（鄭金生氏提供） 

 

書
』
か
ら
な
る
。
竹
簡
一
巻
は
⑫
『
十
問
』
と
⑬
『
合
陰
陽
』、
木
竹
簡
一
巻
は
木
簡
⑭
『
雑
禁
方
』
と
竹
簡
⑮
『
天
下
至
道
談
』

か
ら
な
る
。
内
容
は
①
②
⑦
が
気
穴
流
通
路
の
経
脈
論
と
灸
法
、
③
が
灸
・
砭
石
（
石
針
）
と
脈
診
の
要
点
、
④
が
死
候
の
予
診
法
、

⑤
が
医
方
を
主
と
し
た
治
法
、
⑥
が
穀
物
断
ち
の
方
法
と
呼
吸
法
、
⑧
が
保
健
体
操
図
、
⑨
～
⑮
が
養
生
・
強
壮
・
妊
娠
・
房
中

術
な
ど
、
と
概
括
で
き
よ
う
。
各
書
が
『
漢
志
』
方
技
の
四
分
野
（
医
経
・
経
方
・
房
中
・
神
僊
）
と
ほ
ぼ
対
応
す
る
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。 

 

な
お
小
曽
戸
ら
の
研
究
（
小
曽
戸
洋
・
長
谷
部
英
一
・
町
泉
寿
郎
『
馬
王
堆
文
献
訳
注
叢
書 

五
十
二
病
方
』、
東
方
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
に

よ
り
、
第
一
帛
書
は
実
際
の
と
こ
ろ
二
枚
の
帛
書
を
文
字
記
入
の
な
い
裏
面
同
士
で
背
中
あ
わ
せ
と
し
、
折
り
た
た
ん
だ
冊
子
形

態
だ
っ
た
こ
と
、
向
き
あ
っ
た
面
の
文
字
が
相
互
に
「
鏡
文
字
」
と
し
て
転
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
、
冊
子
の
旧
態
復

原
と
断
片
の
正
確
な
綴
合
お
よ
び
翻
字
が
な
さ
れ
た
。
当
成
果
を
う
け
て
中
国
で
も
再
検
討
が
進
行
し
て
い
る
（
廣
瀬
薫
雄
／
名
和

敏
光
訳
「『
五
十
二
病
方
』
の
新
た
な
整
理
と
研
究
」『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
一
七
号
、
二
〇
一
三
年
）
。 

張
家
山
文
献
…
…
前
一
八
六
年
か
ら
数
年
内
に
埋
葬
さ
れ
た
湖
北
省
張
家
山
の
二
四
七
号
漢
墓
よ
り
『
引
書
』『
脈
書
』
が
出
土
し
、

『
引
書
』
は
馬
王
堆
⑧
『
導
引
図
』
の
説
明
に
相
当
し
て
い
た
。『
脈
書
』
は
『
病
候
』、『
六
痛
』、『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
丙
本
、

『
陰
陽
脈
死
候
』
乙
本
、『
脈
法
』
乙
本
に
わ
け
ら
れ
る
（
馬
継
興
「
張
家
山
漢
墓
出
土
『
脈
書
』
初
探
」『
出
土
亡
佚
古
医
籍
研
究
』、
中
医

古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
。
こ
の
後
半
三
書
は
馬
王
堆
の
②
③
④
⑦
と
ほ
ぼ
対
応
し
、
馬
王
堆
各
書
の
欠
字
も
か
な
り
補
足
さ
れ

た
。 

綿
陽
人
形
…
…
前
一
七
九
年
～
一
四
一
年
に
埋
葬
さ
れ
た
四
川
省
綿
陽
市
の
漢
墓
か
ら
、

黒
漆
ぬ
り
の
木
製
人
形
が
出
土
し
て
い
る
（
馬
継
興
「
双
包
山
漢
墓
出
土
的
針
灸
経
脈
漆
木
製
人

形
」『
文
物
』
一
九
九
六
年
四
期
）
。
身
長
は
二
八
・
一
セ
ン
チ
で
、
経
脈
様
の
朱
漆
線
が
左
右

対
称
に
各
九
本
、
背
部
正
中
線
に
一
本
が
上
下
方
向
に
え
が
か
れ
て
い
た
が
、
文
字
な
ど

は
な
い
〈
図
１
〉（
拙
論
「
前
漢
時
代
の
墓
か
ら
出
土
し
た
黒
漆
木
製
人
形
」『
漢
方
の
臨
床
』
四
三
巻
七

号
、
一
九
九
六
年
）
。
朱
線
を
現
在
の
経
脈
説
で
み
る
と
、
背
部
正
中
線
が
督
脈
、
両
側
の
各

九
本
が
手
の
三
陰
脈
と
三
陽
脈
、
お
よ
び
足
の
三
陽
脈
に
該
当
す
る
。
性
器
は
な
い
が
、

陽
脈
が
多
い
の
で
男
性
人
形
か
も
し
れ
な
い
。
報
道
に
よ
る
と
二
〇
一
三
年
、
四
川
省
成

都
市
の
老
官
山
の
前
漢
墓
か
ら
近
似
し
た
経
脈
孔
穴
人
形
が
出
土
し
、
注
目
さ
れ
る
。 

阜
陽
文
献
…
…
前
一
六
五
年
に
卒
し
た
夏
侯
竃
の
安
徽
省
阜
陽
漢
墓
か
ら
は
、
前
漢
初
期

の
抄
写
と
さ
れ
る
『
万
物
』
が
出
土
し
た
。
動
植
鉱
物
の
効
果
や
用
途
が
記
さ
れ
（
周
一
謀

「
阜
陽
漢
簡
与
古
薬
書
『
万
物
』」『
医
古
文
知
識
』、
一
九
九
〇
年
第
一
期
）
、
病
症
へ
の
効
果
も
あ

る
の
で
本
草
を
か
ね
た
博
物
書
と
も
い
え
る
。
し
か
し
『
神
農
本
草
経
』
の
体
系
性
は
な

く
、
ふ
る
い
薬
名
が
お
お
く
、
語
法
も
ま
っ
た
く
こ
と
な
る
。 

満
城
器
具
…
…
前
一
一
二
年
に
埋
葬
さ
れ
た
河
北
省
満
城
県
の
中
山
靖
王
・
劉
勝
の
漢
墓
か
ら
は
、
金
針
と
銀
針
お
よ
び
「
医
工
」

と
刻
ま
れ
た
煎
薬
器
、
さ
ら
に
男
性
器
を
模
し
た
房
中
器
具
が
出
土
し
た
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
河
北
省
文
物
管
理
処
『
満
城

漢
墓
発
掘
報
告
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
。
金
・
銀
針
は
材
質
と
形
状
か
ら
裁
縫
用
が
否
定
さ
れ
、
医
用
に
ま
ち
が
い
な
い
。 

武
威
文
献
…
…
一
世
紀
前
半
の
埋
葬
と
さ
れ
る
『
武
威
漢
代
医
簡
』
が
甘
粛
省
武
威
県
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
甘
粛
省
博
物
館
・
武

威
県
文
化
館
『
武
威
漢
代
医
簡
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）
。
一
部
に
針
法
と
禁
灸
論
が
あ
る
医
方
書
で
、
病
名
と
薬
名
は
『
傷
寒
論
』
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図２ 針医画像石の模写（『山東中医学院学報』1981

年第 3期より） 

 

『
金
匱
要
略
』『
神
農
本
草
経
』
と
近
似
す
る
が
、
処
方
の
多
く
は
散
剤
だ
っ
た
。 

両
城
山
画
像
石
…
…
針
医
を
え
が
い
た
約
二
世
紀
前
半
の
漢
代
画
像
石
が
山
東

省
微
山
県
の
両
城
山
か
ら
八
点
ほ
ど
出
土
し
、
同
地
か
ら
は
紀
元
一
三
〇
・
一

三
七
・
一
三
九
年
の
年
代
を
刻
む
画
像
石
も
出
土
し
て
い
る
（
拙
論
「
人
面
鳥
身

の
針
医
―
二
世
紀
の
画
像
石
か
ら
」『
漢
方
の
臨
床
』
四
一
巻
四
号
、
一
九
九
四
年
）
。
様
式

は
ほ
ぼ
一
致
し
、
上
半
身
は
ヒ
ト
で
下
半
身
は
ト
リ
の
針
医
が
、
頭
髪
を
た
ら

し
た
病
人
を
脈
診
し
、
も
う
一
方
の
手
で
砭
石
を
病
人
に
か
ざ
す
。
砭
石
で
は

な
く
、
右
手
に
細
な
が
い
金
属
針
を
も
ち
、
病
人
の
頭
部
や
手
に
多
数
の
置
針

を
え
が
く
画
像
石
〈
図
２
〉
も
あ
る
。
伝
説
の
名
医
・
扁
鵲
の
「
鵲
」
は
カ
サ
サ

ギ
で
、
扁
鵲
と
砭
石
は
同
音
関
係
に
あ
り
、『
史
記
』
の
伝
で
は
山
東
と
関
係
が

ふ
か
い
。
人
面
鳥
の
針
医
画
像
石
も
山
東
し
か
出
土
例
が
な
い
の
で
、
扁
鵲
伝

説
と
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
。 

  

医
学
体
系
化
の
軌
跡 

 

中
国
だ
け
で
開
発
さ
れ
た
物
理
療
法
に
針
灸
が
あ
る
。
灸
は
ヨ
モ
ギ
葉
の
繊
毛
を
精
製
し
た
モ
グ
サ
を
皮
膚
上
で
も
や
し
、
針

は
鋭
利
な
砭
石
で
排
膿
・
瀉
血
し
、
の
ち
金
属
針
の
刺
入
に
変
化
し
た
。
針
灸
の
部
位
を
「
孔
穴
」
と
よ
び
、
孔
穴
は
気
の
流
通

路
た
る
「
経
脈
」
さ
ら
に
「
臓
腑
」
と
関
連
す
る
こ
と
が
、『
素
問
』『
霊
枢
』『
明
堂
』
で
論
述
さ
れ
て
い
る
。
治
療
は
「
脈
診
」

で
病
人
の
経
脈
さ
ら
に
臓
腑
に
お
け
る
気
の
虚
実
を
察
知
し
、
こ
れ
に
応
じ
た
孔
穴
へ
の
針
灸
で
経
脈
さ
ら
に
臓
腑
の
気
を
補
足

や
減
少
さ
せ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
論
述
は
各
古
典
の
各
篇
で
多
様
な
相
違
が
あ
り
、
年
代
や
流
派
に
よ
る
変
遷
を
推
測
さ
せ

る
。
し
か
し
紀
元
前
に
お
け
る
脈
診
・
経
脈
・
孔
穴
・
臓
腑
の
各
概
念
お
よ
び
灸
と
砭
石
が
出
現
し
た
順
次
、
そ
れ
ら
が
相
互
に

関
連
し
つ
つ
体
系
化
さ
れ
た
経
緯
は
ほ
と
ん
ど
未
解
明
だ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
中
国
で
は
ヨ
モ
ギ
の
薫
煙
で
邪
気
を
は
ら
う
風
習
が
あ
り
、
ヨ
モ
ギ
は
精
油
が
あ
っ
て
火
つ
き
が
い
い
。
球
形
の
氷

や
青
銅
の
凹
面
鏡
の
焦
点
に
ヨ
モ
ギ
（
モ
グ
サ
）
を
お
き
、
日
光
で
採
火
す
る
方
法
が
戦
国
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
（
李
建
民
『
生

命
史
学
―
従
医
療
看
中
国
歴
史
』
二
一
～
九
七
頁
、
三
民
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
。
他
方
、
ヒ
ト
は
死
亡
す
る
と
体
温
を
う
し
な
う
の
で
、
上

古
で
は
陰
の
邪
気
が
死
因
と
類
推
し
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
ゆ
え
太
陽
の
陽
気
か
ら
採
火
し
た
モ
グ
サ
で
陰
の
邪
気
を
駆
逐
す
る
灸
法

が
発
生
し
た
、
と
の
推
測
も
不
可
能
で
は
な
い
（
拙
論
「
経
穴
部
位
標
準
化
の
歴
史
的
意
義
」『
詳
解
・
経
穴
部
位
完
全
ガ
イ
ド
／
古
典
か
ら
Ｗ

Ｈ
Ｏ
標
準
へ
』、
医
歯
薬
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
。 

 

灸
法
も
戦
国
時
代
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
『
孟
子
』
離
婁
上
の
、「
今
の
王
た
ら
ん
と
欲
す
る
者
、
猶
お
七
年
の
病
に
三
年
の
艾
（
モ

グ
サ
）
を
求
む
る
が
ご
と
し
」
で
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
。
三
年
の
モ
グ
サ
は
（
精
油
が
残
存
し
て
い
て
燃
焼
が
は
や
く
、
ゆ
っ
く
り
も
え
る

七
年
の
モ
グ
サ
で
な
け
れ
ば
）
七
年
の
病
に
対
し
て
熱
が
ふ
か
く
浸
透
し
な
い
、
と
の
比
喩
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
差
は
相
当
お
お
き

な
灸
で
な
け
れ
ば
生
じ
な
い
。
お
お
き
な
灸
で
は
火
傷
と
な
り
、
の
ち
化
膿
す
る
。
そ
の
排
膿
に
砭
石
を
も
ち
い
る
と
か
な
ら
ず

出
血
し
、
こ
れ
ら
の
刺
激
で
治
療
し
た
こ
と
が
馬
王
堆
と
張
家
山
の
『
脈
法
』
か
ら
わ
か
っ
た
。『
五
十
二
病
方
』
に
も
砭
石
と
灸

に
よ
る
治
療
が
み
え
る
。 

 

馬
王
堆
の
『
足
臂
十
一
脈
灸
経
』
は
手
足
へ
の
灸
だ
け
で
、
孔
穴
や
砭
石
・
針
の
記
述
が
一
切
な
か
っ
た
。
ま
た
手
足
末
端
か
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ら
体
幹
へ
求
心
的
に
上
行
す
る
一
一
本
の
経
脈
を
足
・
臂
（
手
）
と
三
陰
三
陽
で
命
名
す
る
が
、
臓
腑
な
ど
と
関
連
づ
け
て
い
な

い
。
そ
の
経
脈
が
一
部
で
体
幹
か
ら
手
と
足
へ
の
走
向
に
変
化
し
、
一
部
の
経
脈
に
耳
や
歯
で
命
名
し
た
の
が
馬
王
堆
と
張
家
山

の
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
だ
っ
た
。
両
書
の
経
脈
論
を
発
展
さ
せ
、
六
臓
六
腑
・
三
陰
三
陽
と
関
連
づ
け
た
手
足
一
二
経
脈
が
交

互
に
上
行
・
下
行
し
て
循
環
す
る
形
式
に
改
変
さ
れ
、
孔
穴
名
と
針
刺
に
よ
る
瀉
血
な
ど
を
増
補
し
た
の
が
現
『
霊
枢
』
の
経
脈

篇
だ
っ
た
。
他
方
、
背
部
正
中
線
上
の
督
脈
と
胸
腹
部
正
中
線
上
の
任
脈
は
出
土
文
献
・『
霊
枢
』
経
脈
篇
と
も
記
述
さ
れ
な
い
が
、

綿
陽
人
形
に
は
督
脈
が
え
が
か
れ
て
い
た
。 

 

こ
れ
ら
出
土
資
料
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
三
陰
三
陽
に
よ
る
経
脈
概
念
が
秦
代
～
前
漢
初
期
に
成
立
し
、
前
漢
代
に
孔
穴
概
念
と

臓
腑
概
念
が
出
現
し
、
三
者
が
関
連
づ
け
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
経
脈
概
念
に
よ
る
治
療
は
灸
法
が
先
で
、
の
ち
砭
石
さ
ら
に
金
属
針

の
治
法
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
に
も
な
る
。
一
方
、
督
脈
は
唾
液
を
陰
部
に
注
入
す
る
イ
メ
ー
ジ
し
て
精
液
を
補
充
す
る
ル
ー
ト
で

あ
り
、
任
脈
は
女
性
の
妊
娠
に
も
関
連
す
る
（
李
建
民
『
生
命
史
学
―
従
医
療
看
中
国
歴
史
』）
。
す
る
と
房
中
術
か
ら
督
脈
・
任
脈
概
念

が
出
現
し
、
手
足
の
陰
陽
経
脈
と
統
合
さ
れ
た
段
階
が
綿
陽
人
形
だ
ろ
う
。『
霊
枢
』
九
針
十
二
原
篇
で
強
調
さ
れ
る
細
い
金
属
針

を
、
経
脈
ご
と
に
手
足
末
端
か
ら
順
に
さ
だ
め
た
五
行
穴
に
刺
し
、
瀉
血
と
こ
と
な
る
新
治
法
を
え
が
い
た
の
が
両
城
山
画
像
石

だ
っ
た
。 

 

し
か
し
戦
国
時
代
に
灸
法
が
存
在
し
た
の
に
、
経
脈
概
念
と
手
足
へ
の
灸
法
の
開
発
が
早
期
で
も
秦
代
な
ら
ば
時
代
の
前
後
が

あ
わ
な
い
。『
素
問
』『
霊
枢
』
に
幾
度
も
言
及
さ
れ
る
背
部
（
兪
穴
）
へ
の
針
灸
が
、
手
足
よ
り
後
世
と
な
る
点
も
不
可
解
と
い
う

し
か
な
い
。
こ
の
矛
盾
を
合
理
的
に
理
解
す
る
に
は
以
下
の
経
緯
を
想
定
（
拙
論
「『
明
堂
』
の
孔
穴
配
列
と
経
脈
循
行
の
概
念
」『
季
刊
内

經
』
一
九
二
号
、
二
〇
一
三
年
）
す
べ
き
だ
ろ
う
。 

 

戦
国
時
代
ま
で
は
圧
痛
な
ど
が
あ
る
部
位
に
灸
を
す
え
た
が
、
孔
穴
や
経
脈
の
概
念
も
な
か
っ
た
。
つ
い
で
頭
上
・
体
幹
の
灸

刺
列
が
戦
国
時
代
に
認
知
さ
れ
、
秦
漢
間
に
は
脈
診
と
の
関
連
か
ら
手
足
三
陰
三
陽
脈
の
概
念
が
出
現
し
た
。
さ
ら
に
経
脈
の
諸

概
念
お
よ
び
臓
腑
概
念
が
前
漢
末
ま
で
に
出
現
し
、
灸
・
砭
石
法
と
と
も
に
『
素
問
』
に
整
理
さ
れ
た
。
砭
石
が
金
属
細
針
に
転

換
し
た
後
漢
初
期
に
は
経
脈
と
臓
腑
・
孔
穴
の
所
属
が
ほ
ぼ
さ
だ
ま
り
、
針
・
灸
法
と
と
も
に
『
霊
枢
』
に
整
理
さ
れ
た
ら
し
い
。 

 

な
お
馬
王
堆
の
『
胎
産
書
』
は
「
六
行
説
」
に
よ
る
胎
児
発
育
説
を
の
べ
、
こ
の
説
は
日
本
の
『
医
心
方
』（
九
八
四
）
が
引
用

す
る
『
産
経
』（
劉
宋
の
約
五
世
紀
）
に
継
承
さ
れ
て
い
た
。
馬
王
堆
の
房
中
書
も
『
医
心
方
』
房
中
篇
所
引
の
『
素
女
経
』
な
ど
に

対
応
条
文
が
み
え
る
。 

 

一
方
、
薬
物
療
法
が
太
古
か
ら
あ
っ
た
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
が
医
学
と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
に
は
薬
物
個
々
の
作
用
認

知
も
必
要
だ
が
、
そ
の
全
国
的
流
通
と
疾
病
認
識
に
応
じ
た
処
方
経
験
の
蓄
積
が
前
提
と
な
る
。
馬
王
堆
の
『
五
十
二
病
方
』
や

阜
陽
の
『
万
物
』
は
医
療
経
験
の
集
積
段
階
に
あ
り
、
医
学
体
系
の
要
素
が
み
え
な
い
。
な
ら
ば
前
漢
代
に
相
当
の
進
展
が
あ
り
、

後
漢
の
『
神
農
本
草
経
』
や
『
傷
寒
論
』
に
結
実
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
示
唆
す
る
の
が
満
城
の
医
療
器
具
だ
が
、
高
価
で

高
度
な
薬
物
治
療
は
宮
廷
や
貴
族
に
か
ぎ
ら
れ
た
。
一
世
紀
前
半
の
『
武
威
漢
代
医
簡
』
は
薬
名
・
処
方
・
病
名
と
も
『
五
十
二

病
方
』
よ
り
進
展
す
る
も
の
の
、『
傷
寒
論
』
の
体
系
性
が
な
い
の
は
庶
民
を
対
象
と
す
る
軍
医
の
携
行
書
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
神
農
本
草
経
』『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』
は
、
前
一
世
紀
～
紀
元
前
後
の
宮
廷
・
貴
人
む
け
医
学
書
の
延
長
に
あ
る
に
ち
が
い

な
い
。 

 

以
上
を
要
す
る
に
、
中
国
の
医
療
は
秦
漢
間
に
論
理
化
が
め
ば
え
、
前
漢
で
諸
概
念
が
出
現
し
た
の
ち
、
後
漢
で
医
学
と
し
て

の
体
系
化
が
完
成
し
た
の
だ
っ
た
。 


